
義援金を競い合う 　■交通安全の基礎知識（交通安全マニュアル）

　■交通安全情報源ファイル

　■自動車保険データにみる交通事故の実態

　■交通事故死傷者の人身損失額と受傷状況の研究

　■交通事故被害者の受傷状況についての分析Ⅰ、Ⅱ

　■予防時報（季刊）

　■災害に負けない企業づくり

　■危険物と産業災害－知っておきたい知識と対策－

　■地震と産業被害（山崎文雄著）

　■世界の重大自然災害

　■世界の重大産業災害

　■病院における医療安全対策に関する調査・研究報告書

　■自然災害被害の防止・軽減に資するための調査・研究報告書

　■巨大地震と防災

　■津波防災を考える－付・全国地域別津波情報－

　■ドリルＤＥ防災－災害からあなたを守る国語・算数・理科・社会－

　■ドリルＤＥ防災 PartⅡ－災害からあなたを守る国語・算数・理科・社会－

　■火山災害と防災

　■災害絵図集－絵で見る災害の歴史－

　■ザ・チャイルドシート[29分]

　■ザ・シートベルト[37分]

　■ザ・シートベルト２[22分]

　■開国迫る！日本の機械安全－国際安全規格ISO12100－ [26分]

　■自然災害を知り備える－平成の災害史－ [25分]

　■河川災害の教訓 [24分]

　■風水害に備える [21分]

　■その時きみは？－良太とピカリの地震防災学－ [19分]

　■地震！パニックを避けるために [23分]

　■地震！その時のために－家庭でできる地震対策－ [28分]

　■検証 '91台風19号－風の傷跡－ [30分]

　■火山災害を知る(日)(英) [25分]

　■火災と事故の昭和史(日)(英) [30分]

　■高齢化社会と介護－安心への知恵と備え－ [30分]

　■貨物自動車の安全な運転法に関する調査・研究報告書

　■車両形状別・シートベルトの分析報告書

　■企業の自動車事故防止・軽減に資する手法の調査・研究報告書

　■企業における効果的な交通安全対策構築に関する調査・研究報告書

　■自動車保険データにみるシニアドライバー事故の現状と予測

　■工場防火に関する調査・研究報告書

　■企業のリスクマネジメントに関する調査・研究報告書

　■建物の耐震技術に関する調査・研究報告書

　■改正建築基準法に関する調査・研究報告書

　■海外安全法令シリーズ（No.１～13）

　■洪水ハザードマップ集(CD-ROM)第１集、第２集

　■東海豪雨　そのとき企業は

　　－企業が地域とかかわっていくためのヒント集－

　■NPOのためのリスクマネジメント
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　■シニアドライバー－急増する高齢ドライバーの事故－ [35分]

　■交差点事故を防ぐ [18分]

　■追突－混合交通の落とし穴 [27分]

　■昭和の自然災害と防災(日)(英) [30分]

　■応急手当の知識 [26分]

　■稲むらの火 [16分]

　■絵図にみる－災害の歴史－ [21分]�

　■老人福祉施設の防災 [18分]

　■羽ばたけピータン [16分]

　■市民防災力の強化を目指して　～2003年11月開講地域防災リーダー

　　養成講座（みやぎ防災塾）から[105分]

　■わがまち再発見！ぼうさい探検隊 [22分]

　■NPO・NGO運営上のリスクとその対処 [20分]

安全防災関係　主な刊行物／ビデオのご案内
●刊行物（有料のものと無料のものがあります。また送料は別途ご負担いただいております。）

交通安全関係

安全技術関係

災害予防関係

●ビデオ

交通安全関係

災害予防関係

◎交通安全・安全技術関係の刊行物につきましては、当協会業務企画部企画・安全技術グループ[TEL.(03)3255-1397]までお問い合わせ下さい。

◎災害予防関係の刊行物につきましては、当協会生活サービス部 NPO･防災グループ[TEL.(03)3255-1294]までお問い合わせ下さい。

◎各種交通安全ビデオは、実費で頒布しております。

　損保セーフティ事務局[TEL(03)3561-2592、受付時間 AM 9:00～PM 6:00(月曜～金曜)

◎交通安全・災害予防関係ビデオは、講演会や座談会などにご利用下さい。ビデオについては、上記記載の他多数用意しております。

　当協会各支部[下記参照]にて、無料貸し出ししております。

　各種ビデオの内容につきましては、生活サービス部 NPO･防災グループ[TEL.(03)3255-1294]までお問い合わせ下さい。

　当協会各支部連絡先

　北海道＝(011)231-3815　東　北＝(022)221-6466　関　東＝(03)3255-1450　静　岡＝(054)252-1843　北　陸＝(076)221-1149

　名古屋＝(052)971-1201　近　畿＝(06)6202-8761　中　国＝(082)247-4529　四　国＝(087)851-3344　九　州＝(092)771-9766

　沖　縄＝(098)862-8363

◎下記のビデオは実費で頒布しております。

　「開国迫る！日本の機械安全－国際安全規格ISO12100－」（CD-ROM有）　申込先：㈱イメージプランニング[TEL(03)5272-9990]

　「わがまち再発見！ぼうさい探検隊」「NPO・NGO運営上のリスクとその対処」　申込先：㈱テレビ朝日映像[TEL(03)3587-8150]

　この３枚続き錦絵は明治24年（1891）10月28日

に発生した濃尾地震（M8.0  ）後、各地から寄せら

れた義援金の施主と義援高を題材に、面白おかし

く、鯰絵漫画に仕立てたものである。なお、義捐

の「捐」は助け合うことを意味する漢字だが、現

在は「援」の字を当てるのが一般的である。義援

金に応じた著名人などを一覧表にしたこの鯰絵は、

東京日本橋馬喰町２丁目、澤久治郎が発行した。

発行の日付は明治24年11月である。

　さて、ここに鯰が登場するのは、いうまでもな

く、鯰が地震を起したという逸話をもとに、36年

前の安政江戸地震（1855）で流行った地震鯰絵に

あやかったものである。

　義援金募集は、新聞が社会的にやや安定し、そ

れぞれの読者層を獲得した明治20年代前後から、

新聞社の事業として取り組まれるようになった。

たとえば、３年前の明治21年（1888）の磐梯山噴

火では東京の新聞社15社が連携して義援金を募集

し、災害救援の実を挙げた。濃尾地震の時には、

もはや新聞社同士の連携はなく、それぞれが自社

の購読者に訴え、中央紙だけでなく、地方紙でも

盛んに義援金募集が行われた。この頃には、すで

に義援者名、住所、あるいは職業、そして義援金

高を紙面に掲載する決まりができていた。

　ここで、錦絵をよく見てみよう。まず、上段の

義援金高と施主欄の最初に、天皇皇后の２万６千

円の恩賜金、続いて各宮家の義援金、華族、関係

部署の大臣、役人、県知事、尾張・美濃の旧藩主、

各国領事などの顕官貴顕を一覧表の頭に置き、次

に銀行、郵船会社などの企業、新聞社、本願寺や

日蓮宗、菓子職、人力車夫組合、次いで歌舞伎役

者、新吉原の芸妓、茶屋仲間、東京神田・浅草・

芝、本郷辺の個人商店主などと並ぶ。東京の義援

者が大半で、横浜の義援者が多少入り交じってい

る程度である。したがって、この情報は、東京で

発行された新聞社の義援金募集に応じた人のなか

から、編集者の判断で、話題性のある人物を抜書

きしたのではないかと考えられる。当時の新聞は、

読者層がそれぞれ異なる。たとえば、顕官貴顕、

銀行、会社などは『時事新報』への義援が多いし、

芸妓、妓楼などは東京の市井の人々の動向に詳し

い『読売新聞』などからの抜書きと推定される。

　続いて、下段の首っ引きをしている大鯰、それ

を応援する小鯰、その周りに配された腕比べ・足

比べ、にらめっこ、拳遊びなど、それぞれ上段の

義援者が競い合う形で描かれ、義援金を競う一団

を滑稽に描いて見せたものである。絵の作者は香

朝と署名されている。

　まず、地震がどこで起きたのかを美濃と尾張の

二匹の大鯰で現し、「うんとゆりだせバこれくれ

へなことハなんでもねへ、うたれたものハ愛知愛

知」と尾張鯰にいわせ、「どうだ、一ばんおれの

ちからハえらいものだろう、つふれたものハ岐阜

だ岐阜だ」と美濃鯰が受ける。いずれも愛知＝痛

い、岐阜だ＝（つぶされて）ギューに掛けた言葉

遊びである。美濃側には、多少の被害のあった伊

賀、近江、駿河、伊勢、加賀の小鯰、尾張側には

遠江、飛騨、信濃、越前、甲斐の小鯰を配する。

ただし、小鯰の諸国のうち越前すなわち福井県は

死者100人ほどの被害が出ていて、必ずしも被害

が少ないわけではなかった。

　さて、義援比べはどうだろう。将棋を競うのは、

三井物産（300円）対古河市兵衛（200円）、川上

音二郎（50円）対小劇場、医師（100円）対新聞

社（11円35銭）、幇間(たいこもち)　（５円）対

茶屋（100円）、左団次・団十郎・菊五郎（猟師

対庄屋対狐の拳遊び）など、必ずしも義援金高の

大小ではなく、絵では取り合わせの妙を表してい

る。

　濃尾地震ではもはや多くの鯰絵は出現しなかっ

た。むしろ、写真や幻燈によるリアルな災害現場

を伝えるメディアに圧倒的人気が集まったからで

ある。

         北原　糸子（神奈川大学 非常勤講師）



愛知県岐阜県震災義損金一覧表(一宮市立豊島図書館)



?会全i'金金会会合会会金全会令1-企会会会会会金金畏会会会合金

!?i3E:ii:zaE232iliEiS322i8133EE 
iiゐ 「 t 栓乍・

ft， ".. 
fト会 " 332122d ρ 
γ? 苅 i s襲li ‘3 梨久手闘北小山育

;iiii鱗ji長!?jipii!長官接い可塑
申令 T マーを~tÁt.fr牧:ふ 手 ム 鈴 島 両手 商 在官ぎ岳会宮官官'g否品百る


